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成果による提言・
情報提供、支援

福島大学

うつくしまふくしま
未来支援センター

Fukushima Future Center for Regional Revitalization

うつくしまふくしま未来支援センター

センター組織図（予定）
こども・若者支援部門

・学習・活動回復支援

・子ども及び保護者の
不安の払しょくに向けた
支援

・若者の自立に向けた支援

等

・福島県

・地方公共団体

・双葉郡８町村長会

・県内大学等
復興センター

（福島県内６高等教育 
機関）他

協力

連携

医療

農業

漁業

教育

再エネ

再エネ

地域コミュニティ

放射線

・京都大学 
・広島大学 
・愛知大学 
・法政大学 
・同志社大学大学院 
・日本原子力研究

開発機構
・フランス外務省
・フランスリール

第一大学　他

減災対策

子どもの「困り感」に
寄りそった支援活動

コミュニティ再生

環境共生政策

帰路への希望

つ　な　ぐ
地方公共団体
・JA等団体

地域住民

共　　生

放射線測定

伝統・文化の保存

産業復興計画

再生可能エネルギー政策 など

土壌汚染等への対応

災害の記録・伝承など

若者のキャリア教育

町づくり　など

地域復興支援部門

・被災者生活支援

・コミュニティの再構築支援

・被災歴史資料の保全と
活用支援　

　等

産業復興支援部門

・農業の復興への支援

・商工業や観光分野等
への支援

・未来に向けた
街づくり支援

等

環境エネルギー部門

・放射線量の測定支援

・放射能に汚染された
環境回復支援

・地質・地盤調査や
防災教育支援

・再生可能エネルギー
導入支援

等

福　島　大　学

こども・若者支援部門

■こども支援担当

　被災した子どもたちの心理 ･ 社会的ダ
メージを調査 ･ 分析し､ 学校及ぴ教育行
政機関と連携しながら､ ダメージを克服
し、自立していく方策を講じます｡ 活動
に当たっては、必要に応じて家族や学校
等へも支援を行います。

■若者自立支援担当

　被災した若者の心理社会的な発達の
状況と進路形成に関する側面の実態調
査を行います｡ その結果分析とともに、
地域の産業や教育の条件整備にかかる
提言や､ 若者の雇用をはじめとする自
立に向けた支援活動とその方策を講じ
ます。

地域復興支援部門

■地域復興支援担当

　被災地自治体の復旧 ･ 復興ビジョンの
作成を支援します。例えば、プランニン
グ ･ 進行管理 ･ モニタリング評価など、
自治体と連携しながら総合的に取り組ん
でいきます。また、被災者の生活再建へ
の支援をＮＰＯや司法 ･ 福祉団体などと
も連携しながら行います。

■歴史資料担当
　福島県内の歴史 ･ 自然史資料の被災状
況を把握するため､ 各自治体への調査を
実施し､ 実態と課題を把握します。その
結果に基づき、県内の被災歴史資料の短
期的な保管・整理計画を策定し、実施し
ます。また、県市町村教育委員会や博物
館等の関係機関と連携しつつ、被災文化
財の長期的保管・保護・活用計画を支援
し、福島県の文化面の復興活動に積極的
に取り組みます。

産業復興支援部門

■農業復興支援担当

　放射能汚染状況の詳細な把握等による
安全 ･ 安心な農作物等の生産体制や､ 生
産者及び消費者が共に納得できる福島県
産品の検査 ･ 流通体制の構築に係る取り
組みを進めていきます。

■産業 ･ 街づくり支援担当

　地域と連携 ･ 協力しながら､ 震災 ･ 原
発災害によリダメージを受けた商工業や
観光業等の復興支援に取り組みます｡ ま
た､ 地域の置かれている状況や二−ズを
踏まえ､ 未来に向けた街づくり等への支
援を行います。

環境エネルギー部門

■防災基盤情報担当

　震災による地盤災害 ･ 土砂災害・津波
災害等の実態を記録し､ 教訓を整理しま
す。それを踏まえて、震災前に作成され
た防災計画やハザードマップ、減災対策
等を見直し、福島県内で起こり得る各種
自然災害（地震や津波だけでなく、豪雨・
豪雪・火山噴火等を含む）による被害を
最小限に抑えるための方策を検討し、そ
の結果を関係機関に提案します。

■放射線対策担当

　環境放射線や農畜産物、土壌、堆積物、
大気などの放射性物質濃度を各自治体や
他の研究機関と協力しながら測定し、福
島県の実態を発信します。また、放射性
物質の移行メカニズムの解明や、得られ
た知見を基にした効果的な対策や除染、
将来予測に向けた検討等を行います。

■地域エネルギー計画支援担当

　福島県が有する豊富な再生可能エネル
ギー資源が、適材適所で活用されるよう
技術的 ･ 政策的検討に係る支援を行いま
す。地域の特性を最大限に活かした再生
可能エネルギーの導入 ･ 普及に係る支援
や､ 持続可能な社会の構築に向けた取り
組みを自治体等と共に推進していきます。
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センター概略・組織図

　うつくしまふくしま未来支援センターは、４つの部門とその下に設置され
ている９つの担当（プロジェクトチーム）を配置しています。学術・研究を第
一義とする「研究センター」ではなく、地域の復旧・復興に寄り添う「支援
センター」として実践的な活動を展開しています。

Fukushima Future Center の FU と Regional Revitalization の RE から作られています。「フレ」と呼び、
「フレ ! フレ ! Fukushima」という意味が込められています。福島県は多重災害により様々な問題を抱えている
ことからあえてシンプルなデザインにしました。F は緑色とし、県土の 70% を占める “ 森林 ” を表しています。
U は茶色とし、福島県の “ 豊かな大地 ” を表しています。R は水色とし、福島県の “ ほんとの空 ”、そして “ 水
産資源が豊富な海 ” を表しています。E はピンク色とし、福島県民、特に子供たちの “ 未来、夢 ” を表しています。
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サテライト（川内村・南相馬市）

サテライト

学生サポーター組織「FURE's」

センター長

センター長

副センター長（事業運営担当）

企画・コーディネート担当

副センター長（管理・評価担当）

事務室

事業推進担当副センター長 管理・広報担当副センター長（兼務事務室長）

企画・コーディネート担当 事務室

こども・若者支援部門 地域復興支援部門 産業復興支援部門 環境エネルギー部門

外部評価委員会

外部評価委員会

センター運営会議

センター員会議

年報作成委員会

こども支援担当 地域復興支援担当 農業復興支援担当 防災基盤情報担当

若者自立支援担当 ボランティア育成支援

双葉郡地域再生プロジェクト

歴史資料担当

産業・街づくり支援担当

スマートシティプロジェクト

放射線対策担当

地域エネルギー計画支援担当

（平成 25 年度）

（平成 26 年度〜）

FURE
うつくしまふくしま未来支援センター

・いわき・双葉地域支援サテライト
・南相馬地域支援サテライト

農・環境復興支援部門

食・農復興支援担当

放射能汚染対策担当

地域復興支援部門

地域復興支援担当

歴史資料保全支援担当

産業・街づくり支援担当

防災支援担当

こども・若者支援部門

こども支援担当

若者キャリア支援担当

SOMU
タイプライターテキスト
同センターの取組を紹介した冊子『共にいきる２』より（抜粋）

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト

SOMU
タイプライターテキスト
　　




